
フーリエイメージング法





スライス選択照射法





スピンエコーを用いた2 次元イメージング
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磁気共鳴イメージングMRI(magnetic resonance imaging)技術は
1973年の Lauterberの線形磁場勾配法の提案を契機に，急速な発

展を遂げてきた．ヒトの脳機能研究に多大の貢献をしている機能
的MRI(functional MRI, fMRI)は血液中のヘモグロビンの磁性の

差を磁気共鳴信号に反映させることにより，局所的脳血流の情報
から脳機能の断層画像を得る手法であり，1992年Ogawaによって
考案された．すなわち，fMRIは，脳の賦活による局所脳血流の
BOLD(blood oxygenation level dependent)効果を利用して間接的
に脳活動のイメージングを得るものである
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Mz ()=M0[1- exp(-/T1)]

M=M0exp(-/T1)

t= パルス

t=tr での熱平衡磁化
Mz(, tr , T1) を求めよ。

M

Saturation Recovery 法による信号強度


